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(No.526) 第10話 悪循環 

－傷んだ血管がさらに傷む「悪循環」に陥る事... 

 喫煙は血管にダメージを与え”動脈硬化“の原因となります。血管は体内

の隅々にまで張り廻られていて、その長さの合計は１０万キロ㍍におよぶと

言われています。人間一人の血管をつなぎ合わせると、なんと地球２周半も

してしまうほどの長さです。そのうち９５％は目に見えない細さの毛細血管

なのですが、１mm程度より太い動脈と静脈だけでも５０００キロ㍍もありま

す。  

(No.527) 第11話 急性心筋梗塞 

－「タバコは心臓にも悪い」事を知って欲しい... 

 心臓を構成する筋肉は心筋と呼ばれ、一分間に７０回前後の収縮・緊張を

繰り返しています。一日あたりに換算すると毎日約１０万回も動き続けてい

るので、心筋には十分な酸素と栄養が必要です。心筋に酸素と栄養を届けて

いるのが、下図に示す“冠状動脈”で“右冠状動脈”と“左冠状動脈”に分

かれ心臓全体をカバーしています。  

 喫煙などが原因で、この冠状動脈に動脈硬化を発生することがあります。

動脈が硬化して血流が少なくなると心臓を動かす血液が不足するので、胸に

痛みや圧迫感を感じるようになります。その度合いは様々なのですが強い痛

みを伴う場合もあるようです。これが「狭心症きょうしんしょう」と呼ばれ

る病気です。そして、冠状動脈がさらに狭くなって完全にふさがって血液が

止まったままになると、その部分の心筋細胞が死んでしまいます。 

(No.528) 第12話 脳卒中のリスク 

－タバコは脳にもダメージを与え、後遺症に苦しむ... 

 タバコは血管にダメージを与え、その結果“動脈硬化”をおこし、血管が

詰まったり破れたりします。そして、それが心臓でおこった場合は“心筋し

んきん梗塞こうそく”や“狭心症きょうしんしょう”と呼ばれる命にかかわ

る病気になる事はすでに紹介しましたね。同じように重要な脳の血管が詰

まったり破れたりすると、こちらも命にかかわる病気になります。  

 下図に示すように、脳の血管に関係する病気全体は“脳のう卒中そっちゅ

う”と呼ばれ、大きく３つの種類があります。それらは脳の血管が詰まる

“脳のう梗塞こうそく”、脳の表面の太い血管が破れる“くも膜下出血”、

脳の中の細い血管が破れる“脳出血”です。脳は体の様々な機能をコント

ロールしているので、脳卒中を発症すると命にかかわる事はもちろんです

が、一命は取り留めたとしても寝たきりになるケースや、何らかの後遺症が

残る確率が高くなります。 

(No.529) 第13話 足の切断 

－タバコはもしかすると足の切断にまで及ぶかも... 

 動脈硬化が心臓で起こると“心筋しんきん梗塞こうそく”や“狭心症きょ

うしんしょう”、脳で起こると“脳のう卒中そっちゅう”や“脳のう梗塞こ

うそく”になります。どちらも命にかかわる病気である事を紹介してきまし

た。 
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